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第１節 地　　勢

本市は、秋田県のほぼ中央の沿岸部に位置しており、東は南秋田郡井川町、南は秋田
市、西は男鹿市、北は八郎湖を挟んで同郡大潟村と接しています。

東部は、南北に縦走する国道７号の周辺に小高い丘陵（女川層）が多数連なってお
り、出羽丘陵に続いています。中央部及び北部は、秋田平野の北辺部として八郎湖に向
かって広大な田園地帯が広がっており、肥沃な穀倉地帯となっています。西部は、県内
有数の３本の砂丘群が連なっているほか、日本海に面した沿岸部は秋田市から続く海岸
砂丘となっており、松林は
秋田県の保健保安林に指定
されています。砂丘群の間
は、集落や畑地、樹園地と
して活用されています。

高速交通体系について
は、秋田自動車道、日本海
沿岸東北自動車道等が整備
されるとともに、秋田空港
から車で30分程度の距離
にあるなど、首都圏へのア
クセスが容易となっていま
す。また、県都秋田市に隣
接した都市的な特性や田園
と湖に代表される豊かな自
然環境を併せ持った恵まれ
た地勢を活かし、個性豊か
な魅力あるまちづくりへの
夢がふくらむ地域です。
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第２節 沿　　革

歴史上にこの地が登場するのは古代であり、最北の拠点として秋田城が設けられ、律
令体制下で秋田郡方上郷を形成していました。その後、ひとつひとつの集落が形成され
ていったものの、村としての名前は中世末期の太閤検地によってようやく明確に登場し
ました。

明治に入って秋田県、南秋田郡ができた後、明治22年には、旧来の村を合併した地
方自治体として市町村制の施行（明治の大合併）により、天王村、大久保村、豊川村、
飯田川村が誕生しました。その後、天王村（昭和26年に町制施行）は、他町村との合
併の動きはありませんでした。昭和町は、昭和17年に大久保町、飯田川町（昭和10年
に町制施行）、豊川村の合併により誕生しましたが、昭和25年に昭和町（旧大久保地
区）、飯田川町、豊川村に分町・分村し、その後、昭和30年金足村の一部、昭和31年
に豊川村と合併し合併前の形になりました。飯田川町は、昭和25年に昭和町から分町
してからは、他町村との合併の動きはありませんでした。
平成に入り、市町村合併特例法の改正を機に合併機運が高まり、ごみ処理の一部事務

組合を構成していた天王町、昭和町、飯田川町が約１年半の合併協議を経て、平成17
年３月22日に潟上市が誕生しました。


